
 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ会長    諏訪一郎 

学 校 長     宮内茂則 

おやじの会代表  諏訪一郎  

生徒 数      404 名  

会 員 数      365名（家庭数 名 教職員数28名）  

所 在 地 〒744-0005 山口県下松市古川町２丁目１番１号 

TEL:0833-41-0761  FAX:0833-44-3326 

 

1. 学校地域の概要 

山口県下松市は瀬戸内海に面した温暖な気候に恵まれた街であり、人口は 56,281 人

（平成 24年 12 月現在）である。主な産業は工業で、新幹線を製造している日立製作

所笠戸事業所や東洋鋼鈑下松工場が有名である。最近は郊外型の大型店舗が次々と作

られている。下松はかつて青柳浦と呼ばれていた。推古天皇（女帝）の時代、３年（５

９５年）９月１８日、青柳浦の老松に大きな星が 降りかかり七日七夜の間、目もく

らむばかりに光り輝いた。 その時、占いをする人に神かがりして「われは北辰（ほ

くしん）の精である。今より３年の後、異国の太子が来朝される。  その守護の為、

ここに天降ったのである。」とのお告げがあった。北辰の精が松の木に降ったという

ので、それまでの青柳浦を「降松」と改め その後、今の「下松」と書くようになっ

たといわれている。そのような所以の深い「かなえの松」が存在する金輪神社からほ

ど近い、下松駅北口に下松中学校は存在する。「自らなせ 協力せよ 気迫をもて」

の校訓のもとに、スポーツと学業の両立を目指している。とりわけ伝統的にハンドボ

ールの活躍は大きく、国内でも有数の有力な選手を輩出してきた。また、近年では吹

奏楽部の活躍もみられる。 

1947（昭和 22）下松小学校地内校舎内で、下松市立第一中学校が開校             

1949（昭和 24） 校歌制定 

1950（昭和 25）校章旗制作 

 

おやじの会による小・中学校連携と地域 PTA 活動 

 

 

地域 PTA 活動 

下松中学校 PTA と下松（下松小・下松中）おやじの会 

 

 

 

平成２５年度指定 



1953（昭和 28） 現在地に校地設定  新校舎第一期工事完了 

1954（昭和 29） 鉄筋２階建普通教室 12室  木造 2階建 15 室 

1979（昭和 54）ハンドボール部男子全国大会優勝 

1991（平成 3） ハンドボール部女子全国大会第３位 

1992（平成 4）ハンドボール部男子全国大会第３位 

2002（平成 14） 新校舎（生徒棟）完成                                   

2005（平成 17）全日本吹奏楽コンクール山口県大会金賞受賞(県教育長賞) 

 

2. 下松中学校ＰＴＡとおやじの会 

ＰＴＡは保護者と教員が学びあうことで、その成果を生徒に還元することを本旨と

する。学習成果の還元場所は、家庭、学校、地域である。同時に、民主的な方法で

ＰＴＡを運営するという設計思想があり、ＰＴＡは民主主義の演習の場であるとい

う側面を併せ持つ。 おやじの会は、有志の父親を中心に、ＰＴＡ活動の側面支援と

父親同士の交流、親子の絆作りを目的と掲げ結成され本年で６年目を迎えている 

 

    

3. 下松おやじの会とは何か？ 

「下松おやじの会」は、2007年8月、笠戸島マリンイカダレースに参加した下松小の父親有志らにより、

「下松小おやじの会」として結成された。2011年4月、下松中学校の父親（下松小学校を卒業した生徒

の父親）達もおやじの会を作ることになったが、小学校と中学校のおやじの会の活動を合同でしては

どうかという意見により「下松（下松小・下松中）おやじの会」となった。この会に引退はなく、現

在三十名強である。年齢、職業はまちまちで、下松小、中学校の生徒の父親が主であるが、下松中校

区の笠戸地区、豊井地区にも会員がいる。参加資格は限定しておらず、老若男女問わず誰でも参加で

き、女性会員もいる。会員として特段の義務はなく、行事についても自由参加で、参加の義務はない。



子どもが参加している時だけの参加も可能で、年１回だけの参加でもOKである。 

 

下松おやじの会と地域・下松小・下松中の関係 

 

 

4. 研究主題について 

「おやじの会による小・中学校連携と地域 PTA 活動」  

下松おやじの会は、子どもを取り巻く環境が、核家族化や少子化と進み、子どもの躾や学校・

地域との連携が希薄になっている昨今、父親の家庭教育への積極的な参加や、学校・地域と

の連携などの役割を見直す必要があり、さらには、親子の絆を強くすることなどを趣旨とし

て結成された。 おやじの会の行事は、様々なイベントを中心とし、小学生から中学生、保護

者まで、一緒になって体験し、学んでいる。その中で、各児童生徒が親の手を借りずに自分

の力でやってみることにより、生きる力を養うことができ、また小学生と中学生が、手助け

や、譲り譲られる気持ちを持つことで、助け合う心、思いやりの心が育つ。 1 年間を通じて

「下松おやじの会」の活動内容を振り返り「おやじの会による小・中学校連携」の成果と課

題から、地域 PTA 活動の発展に寄与する点を考察したい。 

【下松中】 

生徒・保護者 
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先生 

【下松小】 
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5. 2013 年の活動内容 

■毎月初め おやじの会例会：一月に一回、おやじの会例会を行っている。会を開始し

てから 66回目（2014 年 2 月 4 日現在）を数え、おやじの会会員は勿論、OB，小・中学校

の教頭先生、校長先生、他地域団体の代表者や他おやじの会のオブザーバーを集めて定

例イベントやＰＴＡや学校の支援について話し合っている。会場は下松小学校と下松中

学校を交互に使用することが多いが、時折公民館も活用してリラックスしながら今後の

展望を語り合っている。 

 

 

■毎月 1日、22日（ニコニコあいさつの日）立哨（挨拶運動） 

毎月 1日、22 日はおやじの会の挨拶運動の日と決め、朝 7時から 8時までの間に、会員の許

せる時間の範囲内で行っている。下松小学校と下松中学校の校門前を中心に、裏門や学校近

傍の交差点、交通の危険性の高い路地などに立つ。各学校の生徒や児童の考えた挨拶の標語

の幟を手に掲げ、生徒以外にも保護者、一般歩行者、自転車、バイク等にも積極的に声掛け

をしている。おやじの会の会員が自分の子ども以外のたくさんの地域の子達と触れ合う機会

があるのが、この活動である。 マンネリ化を避けるための試みとして山口県ゆるキャラ「ち

ょるる」の着ぐるみを纏
まと

った際は大好評であった。子供たちが進んで挨拶していく啓蒙運動

を目指して工夫していきたい。

 



 

 

■1 月 20 日 下松駅伝大会、校長先生追い出しソフトボール大会 

 昨年度で退職された下松小学校の弘田靖校長先生は、頻回におやじの会への出席していた

だき、各イベントへの参加、マスコットキャラクターの「ひらめ提灯」の開発等で、会へ多

大な貢献をしていただいた。弘田先生は自ら手弁当で高校野球の公式審判を務められ、自ら

もプレーヤーとして活躍されていた経歴をもつ大の野球ファンであったので、子供達との野

球大会を餞に送り出すことを企画した。下松小学校のスポーツ少年団チームと弘田先生を擁

する先生＆おやじチームで対抗戦を繰り広げ、思い出に残る送別会ができた。 



 

■２月 24日（日曜日） おやじの遠足：おやじの会の会員同士の親睦のため、他地域おやじ

の会との交流のため、おやじによる おやじの為の おやじだけの遠足である。いつもは子

供達がしている遠足をおやじだけで楽しむ企画である。路線バスで笠戸島深浦に赴き、地元

の方の協力で漁船に乗って未開の浜に上陸し、ワカメ・ひじきを採取した後、公民館に帰っ

て深浦地区の方との交流会。非常に好評で、次年度も下松おやじの会をはじめ、久保小おや

じの会、島田小おやじの会の方を招き開催することになっている。 



 

  
 

 

■4 月 14 日（日曜日） おやじの大花見懇親会 

新年度に際し、下松おやじの会に入会した新会員、小・中学に新たに赴任してきた先生と既

存会員の懇親を図るため花見を兼ねて行っている。昨年は生憎の雨の中、橋の下で雨を避け

ながら行った。 



 

 

 

 

 

 

 

■6 月 30 日（日曜日）親子で武道体験（なぎなた）【下松小学校 体育館】 

武道は、長い歴史の中で培われ、発展してきた伝統文化である。武道は、心技一如の教えに則り、礼

儀正しさを身につけ、技を磨き、心身を鍛え、立派な人になる為の修行方法である。現代の小中学生

は、ゲームや携帯などバーチャルな個人遊びや日常が多く、自分の体を使って「体験」する機会が少

なくなっている。その中、日本人の体力低下、精神の弱体化、テレビの暴力的な映像を多く目にする。

自分の痛みを知ることで人の痛みを知る。強さを求めて、礼節と優しさを得る。非力で気の弱い者が、

稽古を通してがんばり、勇気と自信を得て逞しく強くなる。そんな武道の世界を親子で体験するため



に「親子で武道体験」を毎年企画・運営している。2012 年は下松市江の浦なぎなたスポーツ少年団の

方にご協力いただき開催した。 

 

 

■8 月 3日（土曜日）くだまつ夏祭り（中学生とチョコバナナ販売） 

くだまつ夏祭りにて下松おやじの会はチョコバナナ店を出店。おやじの会、下松中生徒で販売した。

中学生は総計十人弱のボランティアチームでチョコバナナを売った。女子生徒はお祭りの喧噪の中か

らキャッチセールスのようにターゲットを誘導し、男子生徒は真面目に声を張り上げて売り切ってい

た。およそ４時間で５６０本売り上げた。この収益により、おやじの会の活動で生徒たちに提供する

サービスが可能となる。ボランティア終了の時間 20 時 30 分になったので「今日はありがとう。助か



ったわ。もうお自由にしてよ」と言ったら、「まだ、少しチョコバナナ残ってるじゃないですか。完全

に無くなるまで売らしてください」との返事。何事にも積極的な下松中学校の姿勢を確認した。 

 

 

 

 

 

 

■8 月 25 日（日曜日）笠戸島マリンイカダレース 

笠戸島イカダまつりは下松の夏を代表するイベントであり、おやじの会創生期より、毎年参

加している会の恒例行事である。笠戸島はなぐり浜と大城岬の間 3ｋｍのコースを、手作り

のイカダでレースする。イカダレースのほかにも、アピールタイム、ビーチフラッグ大会、

ビーサン跳ばし選手権、大綱引き大会など、様々な催しがある。会では毎年 6月頃から作成



準備を始め、デザインは下松中美術部の有志に依頼している。レースにおける参加資格は 12

才以上(小学生不可)であることから、3年前、初めて下松中の中学生にイカダまつりへの参

加を呼びかけ、女子中学生 2名もイカダの漕ぎ手として参加した。2012 年、デザイン部門は

60 艇強の中から 8位入賞を果たし、アピール部門では優勝し下松おやじの会の認知度を向上

させた。昨年 2013 年は「下松おやじの会」が全面サポートしたレース史上初中学生が乗船す

るチームを結成したが、荒天のためレースが中止となり幻の大会となった。 

2012 年 「下松おやじの会」レースへの参加風景 

 

2012 年アピール部門 優勝 「地元戦隊五輪ジャー」 



 

2013 年下松おやじの会有志によるイカダ作成（3艇作成した） 

 

2013 年 「日刊 新周南」 



初の中学生チームとして取材を受けた。 

 

作成後、バランス確認のため下松小学校のプールを借り試乗 



 

昨年、2013 年の笠戸島マリンいかだレースは、残念ながら荒天のため中止となった。中学生

の渾身のイカダデザインが評価される場を失ったため、下中学園祭にて二日間展示された。 

 

■9 月 8日（日曜日）下松中 ・9月 22 日（日曜日）下松小 運動会アシスト（警備担当） 



下松小・中学校の、運動会の警備に備えて揃いのおやじ Tシャツをドライ素材で作成した。 

 

中学校の前の警備風景（小学校と中学校のおやじが交代で警備） 

 

■10 月 19・20 日（土・日曜日）中央公民館祭り（チョコバナナ販売） 



「下松おやじの会」の運営費用は、お祭りでのチョコバナナ販売による模擬店の収益などで賄ってい

ます。そのため、傷害保険等の費用も含め、会員の費用負担はありません。ただし、行事の後での宴

会（飲み会）などについては、会員の自己負担になります。 

 

■11 月 10 日（日曜日） 深浦デイキャンプ 



下松おやじの会主宰で「デイキャンプ in 深浦』を毎年開催している。2012 年から下松中学校、笠戸・

江の浦・豊井小学校、下松小学校に参加を呼び掛けている。地元の普段いかないところを学ぶため、

ウオークラリーを行っているが、この時は生憎の荒天で芋ほり・ウオークラリーはなし、室内でしめ

縄造りと魚を捌く調理体験、餅つき体験をした。主催者側も、全てがはじめての体験だったが遠足と

は少し違う体験ができたのではないかと思う。深浦の方々、おやじの会の方々、下松小学校の先生方、

お母さん方、サポートしていただいた全ての人に感謝している。 

 

 

 

 

 

 

 

中学生には小学生を取りまとめるリーダー役をお願いしている。 



 

取れたての小鯵や地元の野菜を使った調理体験 

 

 

■12 月 23 日（日曜日）しめ縄作り 



下松小学校の体育館でしめ縄作りを行いました。今回も、講師は笠戸島深浦地区の方にお願いして、

午前中の時間一杯使って子供達と熱心に取り組みました。数年前から続いてすると、みんな上達した

ね。 

 

     

6. 成果と課題 

下松おやじの会の活動を通じて、下松中学校区の中学校と小学校の交流が活性化した。

父親は勿論、先生、生徒の人材交流をはじめ、モノとコトの交流が増加した。しかし、

会員の獲得が厳しく、積極的な父親の参加が課題である。 

 

7. 結語 

下松おやじの会のように小学校と中学校のおやじの会が同一の活動をすることにより、

児童・生徒・先生の交流、小学校と中学校の連携が密になる。PTA 活動を強化し、小中

連携の為には極めて有効であると思量する。おやじの会に限らず、母親委員会や一般の

PTA 活動を小中合同で実施することも同様の結果をもたらすと考える。 


